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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期
第２四半期
連結累計期間

第53期
第２四半期
連結累計期間

第52期

会計期間

自2017年
９月１日
至2018年
２月28日

自2018年
９月１日
至2019年
２月28日

自2017年
９月１日
至2018年
８月31日

売上高 （千円） 4,056,979 4,154,341 7,841,147

経常利益 （千円） 75,320 83,657 121,276

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 34,600 36,644 42,122

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 156,258 △43,407 76,212

純資産額 （千円） 4,381,219 4,235,171 4,291,489

総資産額 （千円） 5,678,634 5,754,463 5,651,014

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 10.72 11.35 13.05

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 77.15 73.60 75.94

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △51,207 71,106 133,638

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 310,657 △138,903 70,091

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △13,023 △13,202 △23,163

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,267,083 1,069,235 1,180,229

 

回次
第52期
第２四半期
連結会計期間

第53期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2017年
12月１日
至2018年
２月28日

自2018年
12月１日
至2019年
２月28日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.44 0.38

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績の状況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用、所得環境の改善等、緩やかな回復基調で推移しまし

たが、米中貿易摩擦の影響等により、世界経済の動向は先行き不透明な状況であります。

　このような状況の中、当社グループの主な販売先であります電動工具業界は国内外において販売は堅調に推移

し、増収増益となりました。自動車業界はアジアを中心に販売が堅調に推移し、増収となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は41億54百万円（前年同四半期比2.4％増）、営業利益44百万

円（同38.7％減）経常利益は83百万円（同11.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は36百万円（同

5.9％増）となりました。

　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　（イ）日本

　国内は、電動工具部品、自動車部品は共に受注が増加し、売上高は20億81百万円（前年同四半期比26.0％

増）となりましたが、人件費等の増加により営業損失は54百万円（前年同四半期は営業損失24百万円）とな

りました。

　　（ロ）中国

　中国は、為替の影響や受注減少により売上高は18億97百万円（同16.3％減）となり、営業利益は１億50百

万円（同1.1％減）となりました。

　　（ハ）タイ

　タイは、新規受注が増加し売上高は２億76百万円（同55.8％増）となりましたが、営業損失は54百万円

（前年同四半期は営業損失57百万円）となりました。

 

②財政状態の状況

　資産合計は、前連結会計年度末と比べ１億３百万円増加し57億54百万円（前連結会計年度末比1.8％増）とな

りました。これは主に現金及び預金が１億87百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が１億90百万円、たな

卸資産が83百万円、投資その他の資産が25百万円それぞれ増加したことによるものであります。

　負債合計は前連結会計年度末と比べ１億59百万円増加し15億19百万円（同11.8％増）となりました。これは主

に繰延税金負債（固定）が17百万円減少しましたが、買掛金が1億43百万円増加したことによるものでありま

す。

　純資産合計は前連結会計年度末と比べ56百万円減少し42億35百万円（同1.3％減）となりました。これは主に

為替換算調整勘定が52百万円減少したことによるものであります。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

１億10百万円減少し、10億69百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、71百万円となりました。収入の主な要因は、仕入債務増加額１億55百万円、

減価償却費1億18百万円、税金等調整前四半期純利益92百万円であり、支出の主な要因は、売上債権の増加額２

億７百万円、たな卸資産の増加額88百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１億38百万円となりました。支出の主な要因は、有形固定資産の取得による

支出が１億46百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は、13百万円となりました。支出の主な要因は配当金の支払額12百万円によるも

のです。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は３百万円であります。なお、当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,720,000

計 12,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（2019年４月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,896,000 3,896,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 3,896,000 3,896,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年12月１日～

2019年２月28日
－ 3,896,000 － 671,787 － 717,689
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（５）【大株主の状況】

  2019年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

杉浦　武 愛知県碧南市 441 11.34

杉浦　求 愛知県碧南市 427 10.98

旭化学工業取引先持株会 愛知県安城市城ヶ入町広見133-3 199 5.11

株式会社三幸商会 愛知県名古屋市千種区内山3-3-2 151 3.89

近藤　忠彦 愛知県碧南市 120 3.08

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41 110 2.82

杉浦　誠 愛知県碧南市 93 2.40

山田　春男 東京都世田谷区 81 2.10

株式会社マキタ 愛知県安城市住吉町3-11-8 77 1.98

BNYM AS AGT/CLTS NON TREATY

JASDEC

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦ

Ｊ銀行）

225 LIBERTY STREET，NEW YORK，NEW YORK

10286，U.S.A

(東京都千代田区丸の内2-7-1）

64 1.64

計 － 1,766 45.34

　（注）上記のほか、自己株式が668千株あります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2019年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　668,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,226,400 32,264 －

単元未満株式 普通株式　　　1,500 － －

発行済株式総数 3,896,000 － －

総株主の議決権 － 32,264 －

 

②【自己株式等】

2019年２月28日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

旭化学工業（株）
愛知県碧南市港南

町二丁目８番地14
668,100 － 668,100 17.15

計 － 668,100 － 668,100 17.15
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年12月１日から2019

年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年９月１日から2019年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,519,151 1,331,487

受取手形及び売掛金 　　957,475 　　1,148,133

商品及び製品 168,394 186,873

仕掛品 114,451 171,418

原材料及び貯蔵品 136,448 144,632

その他 174,162 152,335

貸倒引当金 △660 △830

流動資産合計 3,069,424 3,134,050

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 567,493 557,419

機械装置及び運搬具（純額） 575,016 603,154

土地 880,702 881,775

その他（純額） 144,814 140,477

有形固定資産合計 2,168,026 2,182,826

無形固定資産 12,007 10,299

投資その他の資産   

投資有価証券 125,515 89,505

繰延税金資産 2,425 1,646

その他 276,673 339,193

貸倒引当金 △3,059 △3,059

投資その他の資産合計 401,555 427,286

固定資産合計 2,581,589 2,620,412

資産合計 5,651,014 5,754,463

負債の部   

流動負債   

買掛金 875,111 1,018,209

未払法人税等 31,402 30,006

賞与引当金 37,772 54,379

役員賞与引当金 7,500 3,750

その他 231,293 254,444

流動負債合計 1,183,079 1,360,790

固定負債   

繰延税金負債 133,461 116,180

役員退職慰労引当金 37,531 38,888

その他 5,451 3,431

固定負債合計 176,444 158,501

負債合計 1,359,524 1,519,291
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 671,787 671,787

資本剰余金 729,938 729,938

利益剰余金 2,597,086 2,620,819

自己株式 △298,844 △298,844

株主資本合計 3,699,967 3,723,701

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 64,947 37,521

為替換算調整勘定 526,574 473,948

その他の包括利益累計額合計 591,522 511,470

純資産合計 4,291,489 4,235,171

負債純資産合計 5,651,014 5,754,463
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年９月１日
　至　2018年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年９月１日
　至　2019年２月28日)

売上高 4,056,979 4,154,341

売上原価 3,674,082 3,765,088

売上総利益 382,896 389,252

販売費及び一般管理費 ※ 　　310,693 ※ 　　344,991

営業利益 72,203 44,261

営業外収益   

受取利息 15,591 15,047

受取配当金 283 249

為替差益 － 11,576

補助金収入 10,000 －

その他 7,568 12,805

営業外収益合計 33,443 39,679

営業外費用   

支払利息 20 282

為替差損 30,304 －

営業外費用合計 30,325 282

経常利益 75,320 83,657

特別利益   

固定資産売却益 200 370

投資有価証券売却益 15,636 11,806

特別利益合計 15,836 12,177

特別損失   

固定資産売却損 1,341 3,055

固定資産除却損 111 428

投資有価証券売却損 　　3,813 　　－

特別損失合計 5,266 3,484

税金等調整前四半期純利益 85,891 92,349

法人税、住民税及び事業税 55,130 60,396

法人税等調整額 △3,838 △4,691

法人税等合計 51,291 55,705

四半期純利益 34,600 36,644

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,600 36,644
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年９月１日
　至　2018年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年９月１日
　至　2019年２月28日)

四半期純利益 34,600 36,644

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,337 △27,426

為替換算調整勘定 116,320 △52,625

その他の包括利益合計 121,658 △80,051

四半期包括利益 156,258 △43,407

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 156,258 △43,407

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年９月１日
　至　2018年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年９月１日
　至　2019年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 85,891 92,349

減価償却費 70,663 118,674

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,890 16,989

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,750 △3,750

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,357 1,357

貸倒引当金の増減額（△は減少） 80 170

受取利息及び受取配当金 △15,875 △15,296

支払利息 20 282

投資有価証券売却損益（△は益） △11,823 △11,806

為替差損益（△は益） 4,278 2,495

有形固定資産売却損益（△は益） 1,141 2,684

有形固定資産除却損 111 428

売上債権の増減額（△は増加） △84,537 △207,728

たな卸資産の増減額（△は増加） 25,786 △88,410

その他の流動資産の増減額（△は増加） 34,124 23,076

仕入債務の増減額（△は減少） △113,999 155,133

未払費用の増減額（△は減少） 1,801 24,917

未払消費税等の増減額（△は減少） △19,143 12,564

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,891 △4,850

小計 △90 119,281

利息及び配当金の受取額 11,177 12,452

利息の支払額 △20 △282

法人税等の支払額 △62,274 △60,343

営業活動によるキャッシュ・フロー △51,207 71,106

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △60,886 △124,509

定期預金の払戻による収入 572,879 125,832

投資有価証券の取得による支出 △1,252 △11,092

投資有価証券の払戻による収入 2,386 －

投資有価証券の売却による収入 45,685 19,674

その他投資等の取得による支出 － △9,811

有形固定資産の取得による支出 △243,078 △146,153

有形固定資産の売却による収入 1,885 7,267

無形固定資産の取得による支出 △5,685 △110

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,275 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 310,657 △138,903

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △100 △308

配当金の支払額 △12,922 △12,893

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,023 △13,202

現金及び現金同等物に係る換算差額 29,123 △29,995

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 275,550 △110,994

現金及び現金同等物の期首残高 991,532 1,180,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 　　1,267,083 ※ 　　1,069,235
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2017年９月１日
　　至 2018年２月28日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2018年９月１日
　　至 2019年２月28日）

給与賞与 78,688千円 79,521千円

荷造運搬費 64,112 75,574

賞与引当金繰入額 5,237 6,396

役員賞与引当金繰入額 3,750 3,750

退職給付費用 1,010 1,195

役員退職慰労引当金繰入額 1,357 1,357

貸倒引当金繰入額 80 170

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2017年９月１日
至 2018年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年９月１日
至 2019年２月28日）

現金及び預金勘定 1,652,437千円 1,331,487千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △385,354 △262,252

現金及び現金同等物 1,267,083 1,069,235
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年９月１日　至　2018年２月28日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年11月28日

定時株主総会
普通株式 12,911 4.00 2017年８月31日 2017年11月29日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年４月12日

取締役会
普通株式 9,683 3.00 2018年２月28日 2018年５月21日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年９月１日　至　2019年２月28日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月22日

定時株主総会
普通株式 12,911 4.00 2018年８月31日 2018年11月26日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年4月12日

取締役会
普通株式 9,683 3.00 2019年２月28日 2019年５月20日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2017年９月１日　至2018年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 中国 タイ 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

外部顧客への売上高 1,652,427 2,227,118 177,434 4,056,979 － 4,056,979

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 39,813 － 39,813 △39,813 －

計 1,652,427 2,266,931 177,434 4,096,793 △39,813 4,056,979

セグメント利益又は損失

（△）
△24,216 151,876 △57,079 70,580 1,622 72,203

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2018年９月１日　至2019年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 中国 タイ 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

外部顧客への売上高 2,081,235 1,797,501 275,604 4,154,341 － 4,154,341

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 99,508 768 100,276 △100,276 －

計 2,081,235 1,897,010 276,372 4,254,617 △100,276 4,154,341

セグメント利益又は損失

（△）
△54,109 150,172 △54,160 41,901 2,359 44,261

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年９月１日
至　2018年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年９月１日
至　2019年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 10円72銭 11円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 34,600 36,644

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
34,600 36,644

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,227 3,227

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　2019年４月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　9,683千円

　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　３円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　2019年５月20日

 

　（注）2019年２月28日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主もしくは登録株式質権者に対し支払いを行い

ます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年４月12日

旭化学工業株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森内　茂之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古田　賢司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭化学工業株式

会社の2018年９月１日から2019年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年12月１日から2019年２

月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年９月１日から2019年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭化学工業株式会社及び連結子会社の2019年２月28日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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